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【内容要旨】（1,200 字以内） 
背景）脳循環代謝評価において最も信頼性の高い検査は 15O-PET であるが、汎用性は低く

全国でも実施されている施設は少ない。その代用として SPECT による検査が実施されてい

るが、CT、MRI と比べると設置されている施設は少なく、汎用性という観点からも繰り返

し検査を行うことは容易ではない。本研究で用いた MRI ASL (arterial spin labeling )は 1992
年に開発され、造影剤も不要であるため汎用性の高さと簡便性が高く、近年、高磁場 MRI
や撮像シーケンスの発展により注目されている。しかし、未だ問題点も多く、SPECT や PET
といった既存検査と同等の信頼性を得るまでには至っていない。そこで、本研究では脳循

環スクリーニング検査としての ASL の有用性を確立することを目的として、慢性期頭蓋内

外主幹動脈狭窄・閉塞症例における MRI ASL と 15O-PET を比較、検証を行った。 
対象及び方法）対象は 2014 年 4 月 1 日から 2017 年 3 月 31 日までに急性期を除く頭蓋内

外主幹動脈狭窄・閉塞症例において MRI ASL 5phase PLD (post labeling delay)（1000, 1500, 
2000, 2500, 3000msec）と 15O-PET を施行できた 53 例である。MRI ASL は 3.0T 装置を用い、

pCASL (pseudo-continuous ASL）法で行った。15O-PET は steady state 法で施行した。画像解

析は標準脳テンプレートを用いた 3DSRT (three-dimensional stereotaxic ROI template)を用い、

中大脳動脈領域を ROI とした。検討項目は（１）MRI ASL の各 PLD と 15O-PET の各パラメ

ーター（CBF、CBV、CMRO2、CBF/CBV、OEF）の R/L ratio の回帰分析及び相関係数の比

較、（２）ROC 解析による ASL のスクリーニング検査としての検証とした。 
結果）ASL と 15O-PET CBF との相関は PLD1000msec で r=0.72 (P<0.001)、1500msec で r=0.62 
(P<0.001)、2000msec で r=0.53 (P<0.001)、2500msec で、r=0.35 (P＝0.01)といずれも有意に相

関を認め、相関係数が最も高かったのは PLD1000msec であった。回帰係数については

PLD2000msec が 1.10 で最適であった。脳灌流圧を反映しているとされる CBF/CBV との相

関では PLD1000msec で r=0.79 (P<0.001)、1500msec で r=0.64 (P<0.001)、2000msec で r=0.55 
(P<0.001) といずれも有意に相関を認め、相関係数が最も高かったのは PLD1000msec であっ

た。15O-PET CBV との相関では PLD1000msec で r=0.60 (P<0.001)、1500msec では r=0.48 
(P<0.001)、2000msec では r=0.39 (p =0.004)と有意であった。15O-PET CMRO2と ASL の相関

では PLD1000msec で r=0.55 (P<0.001)、1500msec では r=0.50 (P<0.001)、2000msec では r=0.43 
(P<0.001)と有意であった。 

15O-PET CBF R/L ratio 10%以上の変化に対し、各 PLD で ROC 解析を行うと、PLD1000msec
において AUC0.74 (p=0.01)と有意であった。また、PLD1000msec のカットオフ値 R/L ratio 
20％以上の変化での 15O-PET CBF 左右差 10％以上に対する感度は 83.3%、特異度は 68.3%、

陰性的中率は 93.3％と高く、脳循環スクリーニングとして有用である可能性を示した。 
結語）本研究では急性期を除く頭蓋内外主幹動脈狭窄・閉塞症 53 例における multiphase PLD 
ASL と 15O-PET の比較検討を行い、ASL PLD1000msec が 15O-PET CBF、CBF/CBV、CBV、

CMRO2のいずれとも最も有意な相関を示した。特に脳灌流圧を反映するとされる CBF/CBV
で高く、ASL PLD1000msec は脳循環評価において脳灌流圧を反映していることが初めて明

らかされた。但し、15O-PET CBF に対しては過大評価する傾向があり ASL PLD2000msec で

より最適な回帰係数を示し、CBF の変化率の評価には有用である可能性が示された。以上

より、本研究により MRI ASL は虚血性脳血管障害患者の脳循環スクリーニングにおいて、

陰性的中率は非常に高く、上記の特徴を考慮すれば有用な検査であることが明らかにされ

た。 
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